
教員の養成に係る教育の質の向上に係る取組を次の事項において実施し、教育の質の向上

を目指しています。 

 

 

１． FD 研究会の開催 

本学の教員養成に対する理念を理解し、本学が養成しようとする教員像を実現するために、教

職課程の授業を担当する本学専任教員だけでなく、非常勤教員も含めて相互に交流し理解を深

めるために研究会を開催しています。２０２０年度は「資格（教職）課程と地域連携」という演目で

講演会を実施し、参加した専任、非常勤教員を含め活発な議論が繰り広げられました。  

また、教職課程における授業科目間で授業内容の整合性・連続性を保っていくために研究チ

ームを立上げ教職課程カリキュラムのさらなる合理化・体系化を図っています。  

 

 

２． 授業アンケートの実施 

教職課程の授業のみならず、資格課程（博物館学芸員課程・司書課程等）における授業にお

いて、年 2 回（春学期・秋学期）、学生による授業アンケートを原則として全科目実施とし、結果を

もとに教員個々の授業において改善を図っています。 

 

○授業アンケート実施状況 

年度・学期 
アンケート総合評価平均 （５点満点） 

資格課程 全学 

2020 年度秋学期 ４．６ ４．４ 

 

 

３． 教職支援センター年報の発刊 

資格課程を担当する専任・非常勤教員の資質向上を目指すため、研究・教育実践の成果を発

表する機会の場として「教職支援センター年報」を発刊しています。年報に掲載する内容は、資格

課程に関連する領域における研究論文、研究ノート、資料紹介、書評、およびセンターの活動報

告としています。 


